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４．河川整備の現状４．河川整備の現状

ＰＰ11

4.1 4.1 河道内の施設河道内の施設

＜一般的な河道内施設の分類＞

治水施設
　堤防・護岸
　排水機場
　遊水地
　水門・樋門・樋管

利水施設
　揚水機場

治水・利水など多目的施設
　ダム
　堰

その他
　橋梁

ＰＰ22
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4.1 4.1 河道内の施設河道内の施設
河道

高水敷

低水路

堤防 堤防

高水護岸
高水護岸

高水敷 高水敷

低水路

河道
低水護岸

高水敷

低水護岸

ＰＰ33

4.1 4.1 河道内の施設河道内の施設
円山川直轄河道内の施設円山川直轄河道内の施設

橋梁　橋梁　2828　橋　橋

堰　　堰　　66　箇所　箇所

水門　水門　33　箇所　箇所

排水機場　排水機場　55　機　機

橋梁

堰

水門

排水機場

円山川下流域・奈佐川

ＰＰ44
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4.1 4.1 河道内の施設河道内の施設 円山川直轄河道内の施設円山川直轄河道内の施設

橋梁　橋梁　2828　橋　橋

堰　　堰　　66　箇所　箇所

水門　水門　33　箇所　箇所

排水機場　排水機場　55　機　機
橋梁

堰

水門

排水機場

円山川上流域・出石川

ＰＰ55

4.1 4.1 河道内の施設河道内の施設

堤防（円山川・府市場付近）

樋門（円山川・豊岡排水樋門）

堰（円山川・蓼川井堰）

水門（円山川・六方水門）
ＰＰ66
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4.1 4.1 河道内の施設河道内の施設

大路

阿瀬

大町大池

観音寺池

横行

石井

岩中

多々良木

岩中 発電用

阿瀬 発電用

石井 発電用

横行 発電用

多々良木 発電用

観音寺池 農業用

大町大池 農業用

大路 生活用

ＰＰ77

4.2 4.2 河道の整備状況河道の整備状況

◆完成堤完成堤◆
治水計画上必要とされる堤
防高・堤体幅を満たしてい
る堤防を示しています。

◆暫定堤暫定堤◆
堤防として必要な幅を満
たしており、計画堤防高
さには満たないが、計画
高水位よりも高い堤防を
示しています。

堤防の整備の分類(1)

治水計画上必要
とされる断面

現況堤防断面

計画堤防高さ以下、
計画高水位以上

計画高水位 計画高水位

ＰＰ88
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4.2 4.2 河道の整備状況河道の整備状況
◆未整備堤防未整備堤防◆

堤防は存在しているが、治

水計画上必要とされる堤体

幅、堤防高に足りない堤防

（図①）、または堤防その

ものがない場合（図②）を

示しています。

堤防の整備の分類(2)

計画堤防断面

未整備堤防
計画高水位

図①：堤防幅が不足
している場合

注）計画高水位より
高い場合でも、断面
が不足していれば未
整備堤防となります。

図②：堤防が無い場合

ＰＰ99

計画高水位

4.2 4.2 河道の整備状況河道の整備状況

堤防の整備の分類(3)

◆堤防不要箇所堤防不要箇所◆

河川沿いが山間部であるよう

な区間では、堤防の整備を行

いません。

ＰＰ1010
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4.2 4.2 河道の整備状況河道の整備状況

(完成堤・暫定・未整備堤)

堤防整備率

0% 20% 40% 60% 80% 100%

熊野川

紀の川

大和川

淀川

（淀川中下流部）

（瀬田川）

（野洲川）

（草津川）

（木津川上流）

（木津川下流）

（猪名川）

加古川

揖保川

円山川

由良川

九頭竜川

北川

定規断面堤防 暫定 未整備堤

・（）は淀川水系の河川　

・堤防整備率は平成15年3月時点

ＰＰ1111

4.2 4.2 河道の整備状況河道の整備状況

無堤

無堤

無堤

無堤

堤防整備状況

円山川の直轄区間における平成円山川の直轄区間における平成1515年年33月末現在、月末現在、

完成堤防整備率は約完成堤防整備率は約77％、暫定堤防整備率は約％、暫定堤防整備率は約6666％％

ＰＰ1212
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4.2 4.2 河道の整備状況河道の整備状況
来日地区(円山川5.0k)

来日地区(円山川5.0k)

：横断の位置

県道
豊岡
港線

山陰
本線

山
地

山
地

▽　計画高水位

計画断面

ＰＰ1313

4.2 4.2 河道の整備状況河道の整備状況
一日市地区

一日市地区(円山川 11.0k)
一日市・宮島地区(円山川11.0k)

県道
豊岡
港線

：横断の位置

▽　計画高水位

高水敷の切り下げ

計画断面

ＰＰ1414



8

4.2 4.2 河道の整備状況河道の整備状況

浅倉地区(26.0k)

：横断の位置

計画断面

ＰＰ1515

4.2 4.2 河道の整備状況河道の整備状況

堤防補強履歴

2.6k
2.4k

3.0k

5.6k

8.2k

9.0k 9.0k

5.4k

3.8k

4.2k4.2k

昭和30年以前

未施工

未施工未施工

城崎
市街地

出石
市街地

豊岡
市街地

日高
市街地

3.6k

昭和57年

昭和58年

昭和48年

昭和51年

昭和59年

昭和61年

奈
佐
川

出
石
川

4.8k

未施工

昭和58年

昭和62年
昭和52年

昭和53年

昭和41年

昭和56年

昭和62年(※)
円山川

平成12年度
昭和30年以前

未施工

未施工

未施工

昭和40年以前
昭和40年代
昭和50年～60年代
平成時代
未施工
堤防不要区間

11.8k～14.0k：平成10年　　　　　　
緊急対応として，小堤の嵩上げを行いました。

19.4k～21.0k
平成11～14年

23.2k～25.0k
平成４年

7.4k～12.7k
平成３～11年

26.2k～
平成12年

0.0k～3.0k
　平成４年

18.2k～20.1k
平成５～13年

0.0k～3.8k　
平成3年

ＰＰ1616
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4.2 4.2 河道の整備状況河道の整備状況

完成(暫定)堤防整備率＝完成(暫定)堤防延長／堤防必要区間延長

6.6% 65.6% 27.7%

3.4% 59.8% 36.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成10年3月末

平成15年3月末

完成堤防
暫定堤防
未整備堤防

ＰＰ1717

4.3 4.3 洪水が流れる時に阻害となるもの洪水が流れる時に阻害となるもの

洪水が流れる時に阻害となるもの
河川横断工作物
中洲
河道内樹木　

洪水で橋脚が破壊された鶴岡橋

橋梁による阻害橋梁による阻害

円山川鉄道橋（平成２年９月洪水）

ＰＰ1818
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4.3 4.3 洪水が流れる時に阻害となるもの洪水が流れる時に阻害となるもの

中洲中洲((ひのそ島ひのそ島))があがあ
り、河道が狭い。り、河道が狭い。

洲が発達し、洲が発達し、
河道が狭い。河道が狭い。

中洲中洲((一日市島一日市島))があり、があり、
河道が狭い。河道が狭い。

高水敷に繁茂高水敷に繁茂
している樹木している樹木

山が張出し、河道山が張出し、河道
は狭くなっている。は狭くなっている。

円山川では・・・・

円山川橋梁の桁下高が低円山川橋梁の桁下高が低
く、洪水流下阻害の要因く、洪水流下阻害の要因
になっている。になっている。

ＰＰ1919

4.3 4.3 洪水が流れる時に阻害となるもの洪水が流れる時に阻害となるもの

河川横断構造物による流水の阻害河川横断構造物による流水の阻害

平成平成22年年99月洪水時写真月洪水時写真
水色の線付近まで水位が上昇水色の線付近まで水位が上昇

円山川橋梁のように、高さ
が低く、橋脚本数の多い橋
梁は、洪水流下の阻害要因
となります。

円山川に架かる円山川橋梁

ＰＰ2020
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4.3 4.3 洪水が流れる時に阻害となるもの洪水が流れる時に阻害となるもの

6.0k

5.0kひのそ島付近の流水部の幅は狭くなひのそ島付近の流水部の幅は狭くな
っており、河積を阻害しています。っており、河積を阻害しています。

ひのそ島を掘削した場合の水位の影響範囲

ひのそ島ひのそ島

1010cmcmからから2020cmcmの低減の低減
2020cmcmからから3030cmcmの低減の低減 1010cmcmからから2020cmcmの低減の低減 1010cmcmまでの低減までの低減

←円
山川

豊岡市役所豊岡市役所

6ｋ

10ｋ

15ｋ

6.0k

5.0k

円
山

川
面積 約16ha

長さ 約1.4km

面積面積 約約1616haha

長さ長さ 約約1.41.4kmkm

245m

100m 120m

350m

ひのそ島を掘削すれば、洪水ひのそ島を掘削すれば、洪水
時には、上流の広い範囲で水時には、上流の広い範囲で水
位が下がります。位が下がります。

ＰＰ2121

水の

流れ

Ｖ

4.4 4.4 流量と流下能力流量と流下能力

流量とは流量とは

ＰＰ2222

流速流速VV＝＝2m/s2m/s

断面断面AA＝＝2,000m2,000m22

ＡＡ

流量Ｑ流量Ｑ＝＝Ｖ×Ａ＝４Ｖ×Ａ＝４,000,000m/sm/s
33
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4.4 4.4 流量と流下能力流量と流下能力

① 横断形状の把握①① 横断形状の把握横断形状の把握

② 水位計算条件の設定②② 水位計算条件の設定水位計算条件の設定

③ 流量規模別水位の把握③③ 流量規模別水位の把握流量規模別水位の把握

④ 各断面での
水位～流量関係の把握

④④ 各断面での各断面での

水位～流量関係の把握水位～流量関係の把握

⑤ 各断面で、堤防の構造上
流すことができる高さ

(評価水位)の把握

⑤⑤ 各断面で、堤防の構造上各断面で、堤防の構造上
流すことができる高さ流すことができる高さ

((評価水位評価水位))の把握の把握

⑥ 各断面で、水位～流量関係から
評価水位に対する流量（流下能力)の算定

⑥⑥ 各断面で、水位～流量関係から各断面で、水位～流量関係から
評価水位に対する流量（流下能力評価水位に対する流量（流下能力))の算定の算定

流下能力とは？流下能力とは？ 河道でどれだけ水が流れるかを把握する場合、
一般的に“流下能力”を指標として用います。

流下能力のフロー流下能力のフロー

　

ＰＰ2323

4.4 4.4 流量と流下能力流量と流下能力

注意：次に示す流下能力は，条件の変更等により見直すことがあります。注意：次に示す流下能力は，条件の変更等により見直すことがあります。

評価水位とは、評価水位とは、

・洪水を安全に流下させるための水位・洪水を安全に流下させるための水位

・各段面で、堤防構造上流すことができる・各段面で、堤防構造上流すことができる

高さ高さ

評価高さ

各断面で堤防の構造上流すことができる高さ各断面で堤防の構造上流すことができる高さ((評価水位評価水位))の把握（フロー⑤）の把握（フロー⑤）

ＰＰ2424

（想定する計画断面を現（想定する計画断面を現
状堤防が内包できるような状堤防が内包できるような
断面）断面）
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4.5 4.5 今の円山川でどれだけの洪水が流せるか今の円山川でどれだけの洪水が流せるか

-

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

-

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

ひのそ島の存在により流水部が狭いこと、堤防が
未整備であることから、流下能力は上下流と比べて
低いです。

山付 山付

山付

中洲の発達により川幅が狭いこと、堤防が未整備
のため、流下能力は上下流と比べて低いです。

右
岸

左
岸

ひのそ島

（円山川河口～奈佐川合流点）（円山川河口～奈佐川合流点）

ＰＰ2525

-

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

-

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

堤防が未整備の一日市・宮島地区では上下流と比べて流下能力が
低くなっています。

堤防は暫定堤であり流下能力はほぼ3,000m3/s前後です。

右
岸

左
岸

奈佐川
　合流

4.5 4.5 今の円山川でどれだけの洪水が流せるか今の円山川でどれだけの洪水が流せるか

（奈佐川合流点～出石川合流点）（奈佐川合流点～出石川合流点）

ＰＰ2626
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-

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

-

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

　

稲葉川合流点付近は堤防が未整
備のため、流下能力が低いです。

一部無堤区間があり、流下能力が低くなっています。

山付

右
岸

左
岸

出石川
　合流

稲葉川
　合流

4.5 4.5 今の円山川でどれだけの洪水が流せるか今の円山川でどれだけの洪水が流せるか

（出石川合流点～赤崎地区）（出石川合流点～赤崎地区）

ＰＰ2727

-

50

100

150

200

250

300

-

50

100

150

200

250

300

堤防は暫定堤であり、流下能力は全区間大きな変化はありません。

堤防整備がほとんど暫定堤であり、流下能力は全区間大きな変化はありません。

右
岸

左
岸

円山川
　合流

4.5 4.5 今の円山川でどれだけの洪水が流せるか今の円山川でどれだけの洪水が流せるか

（奈佐川での管理区間）（奈佐川での管理区間）

ＰＰ2828
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-

200

400

600

800

1,000

1,200

-

200

400

600

800

1,000

1,200

未整備+暫々定→未整備

山付

山付
山付

堤防は暫定堤であり、流下能力は全区間大きな変化はありません。

中洲の発達により河道が狭く流下能力が上下流に比べて低いです。

右
岸

左
岸

4.5 4.5 今の円山川でどれだけの洪水が流せるか今の円山川でどれだけの洪水が流せるか

（出石川での管理区間）（出石川での管理区間）

ＰＰ2929

4.6 4.6 洪水によりどんな被害が起こるか洪水によりどんな被害が起こるか

堤防決壊堤防決壊((破堤破堤))のメカニズムのメカニズム

①越水①越水

河川の水位が堤防を越

え、堤内地(堤防で守ら

れている地域)に水が押

し寄せることです。

②洗掘②洗掘

洪水時の河川水によ

り、堤防がえぐり取

られ、堤防の強度が

低下することです。

③漏水③漏水

堤防、基礎地盤から河

川水が浸透して、堤内

地が浸水することです。

ＰＰ3030
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4.6 4.6 洪水によりどんな被害が起こるか洪水によりどんな被害が起こるか

越水破堤の例越水破堤の例

平成11年9月洪水・白川(熊本市)

出典：水害レポート99

平成2年9月洪水・円山川（豊岡市一日市）

ＰＰ3131

4.6 4.6 洪水によりどんな被害が起こるか洪水によりどんな被害が起こるか

漏水破堤の例漏水破堤の例

昭和34年9月洪水・奈佐川 昭和54年10月洪水・奈佐川

ＰＰ3232
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4.6 4.6 洪水によりどんな被害が起こるか洪水によりどんな被害が起こるか

洗掘破堤の例洗掘破堤の例

平成7年7月洪水・関川(新潟県）
　　　新潟日報社提供

平成2年9月洪水・円山川(豊岡市江本)

ＰＰ3333

4.6 4.6 洪水によりどんな被害が起こるか洪水によりどんな被害が起こるか

無堤区間での溢水無堤区間での溢水

無堤区間では、洪水による水位の上昇により、無堤区間では、洪水による水位の上昇により、
築堤区間と比べ、頻繁に浸水被害が起こっています。築堤区間と比べ、頻繁に浸水被害が起こっています。

無堤区間無堤区間

ＰＰ3434
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0 1 2 3 4 5

昭和34年～昭和39年

昭和40年～昭和49年

昭和50年～昭和59年

昭和60年～平成6年

平成7年～平成14年

浸水頻度(回)

4.6 4.6 洪水によりどんな被害が起こるか洪水によりどんな被害が起こるか

城崎地区の浸水頻度

浸水頻度浸水頻度 (1)

平成2年9月洪水・円山川（奈佐小橋付近）

平成2年9月洪水・円山川（日撫・六方地区）

※記録がない可能性あり

近年でも２～3年に1度の割合で浸
水が生じています。

溢水による浸水

内水による浸水

ＰＰ3535

0 1 2 3 4 5

昭和34年～昭和39年

昭和40年～昭和49年

昭和50年～昭和59年

昭和60年～平成6年

平成7年～平成14年

浸水頻度(回)

4.6 4.6 洪水によりどんな被害が起こるか洪水によりどんな被害が起こるか

浅倉・赤崎地区の浸水頻度

浸水頻度浸水頻度 (2)

平成2年9月洪水（日高町国分寺）

平成2年9月洪水（日高町浅倉）

近年でも２～3年に1度の割合で浸
水が生じています。

※記録がない可能性あり

ＰＰ3636
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4.6 4.6 洪水によりどんな被害が起こるか　洪水によりどんな被害が起こるか　

円山川の堤防は旧河道のような浸透性の高い場所にあり、円山川の堤防は旧河道のような浸透性の高い場所にあり、
浸透・洗掘されている部分が多くなっています。浸透・洗掘されている部分が多くなっています。

浸透・洗掘実績箇所浸透・洗掘実績箇所

破堤地点

ＰＰ3737

初期の築堤初期の築堤

２回目以降の築堤２回目以降の築堤

現在の現在の

築堤築堤

▽▽WLWL

4.6 4.6 洪水によりどんな被害が起こるか洪水によりどんな被害が起こるか

堤防の土質堤防の土質

図　　堤防断面の変遷イメージ図　　堤防断面の変遷イメージ

円山川の堤防は大円山川の堤防は大
正、昭和期に築堤正、昭和期に築堤
が繰返され、現在が繰返され、現在
に至っています。に至っています。

堤防築堤の材料や施工法は、時代の技術力等の変化により、堤防築堤の材料や施工法は、時代の技術力等の変化により、場所によっては場所によっては
使用する堤体材料が異なり、その地質は複雑で不均質な状態となっています。使用する堤体材料が異なり、その地質は複雑で不均質な状態となっています。

浸透性の高い砂質土の堤防が多く、漏水の原因となっています。浸透性の高い砂質土の堤防が多く、漏水の原因となっています。

洪水の水位が上昇すると非常に危険な状態となります。洪水の水位が上昇すると非常に危険な状態となります。

計画高水位

ＰＰ3838
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4.6 4.6 洪水によりどんな被害が起こるか洪水によりどんな被害が起こるか

平常時平常時 洪水時洪水時

内水とは・・・支川や水路の流水が、本川水位の上昇により排水でき内水とは・・・支川や水路の流水が、本川水位の上昇により排水でき
　　　　　　　ないため、溢れることをいいます。　　　　　　　ないため、溢れることをいいます。

ＰＰ3939

平成2年９月洪水の実績浸水状況

本川の影響による浸水
支川の影響による浸水(内水)

4.6 4.6 洪水によりどんな被害が起こるか洪水によりどんな被害が起こるか

内水浸水

溢水浸水

六方地区

豊岡市街地

ＰＰ4040
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4.6 4.6 洪水によりどんな被害が起こるか洪水によりどんな被害が起こるか

浸水想定区域図浸水想定区域図

豊岡盆地は低平地であり、円
山川が氾濫した場合、広範囲
に浸水し、深さも大部分で
2m以上となります。

ＰＰ4141

4.6 4.6 洪水によりどんな被害が起こるか洪水によりどんな被害が起こるか

豊岡市役所

想定浸水深：
約4.5m 想定浸水深：

約２m

ＪＲ城崎駅前

ＰＰ4242


